
なさ社団法人沖縄市シルバー人材センター

就業Ｘ準に関する 要綱

（目　 的）

第１ 条　この要綱は、な益社回法人沖縄市シルバー人材センター（以、下「センター」と いう 。）

会員就業規約に基づき 、会員の適モ就業と安を就業な らびにぬ平な就業機会を提供する

ため、就業の要件、期間Ｒび適否、 その他の就業基準（Ｊｊ、下「就業基準」という 。） を定

める こと を目 的とする。

（就業の戛件）

第２条　会員への就業機会のを供にあたっては、 入会申込言兼会員票な らびに会員状況調

ま等によ り希回戦Ｒ、 せ康状ｔ、就業意欲、 必要な技能および経験、その他を参考にし

肖該会員の合意を得て決定する。

２　 前項の決定にあた り、 必要があると認めると きは、肖該会具に係る Ｋ師の診断書の提

出を求めるこ とができ る。

（就業期間）

第３ 条　就業期間は、 次の とお りとする。

（ＴＬ） 単発の就業については、就業開始から終了までと する。

（２ ）継続の就業については、 鶚一就業４所における期間は、 原則 １年間とする。但し、

Ｒ注者が契剔そ新時、 就業成績が優良と評価 し、 かつ、その会員が莖き続き就業を希

望する焉ｉ合、就業期愾は３年を限度に、１ 年ごとに更新することができる。

（３ ）肖該就業を他に希望する会員がいない場合八びローテーショ ン就業の状況によ り１

年延長するこ とができ る。

（４）就業期戛は、毎年６ Ｊ１ １日 を菰算日 とし、年度中 ６カｙＷ、上継続して就業した場合

は１ 年と して算入する。

（就業４回八び就業日 数）

第４条　就業時間八び就業 日数は次のとおり とする。

（１ ）１ 日の就業時戛は、 原ｍとして午前８ 時３０分から午後 ５時までとし、

１４回ｊ．び午前 １５ 分翫、午後１５分翫の休憩時回をと るこ とができ る。

４回は、 職種によって変‾ｔするこ とができ るものとする。

その間、

ただ し、
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就業

（２ ）１ ヶヂ１の就業日数は、 軽易な業務に係る就業を除き、 おおむね １０ 日ぶ「大Ｉと する。

（期間満了涌篩等）

第５条　就業会員に対して就業期間満丁丿白知を就業期間 １ヵ１前までに文書（様式第１ 昜）

また は、 口頭で行 うも のと する。

（就業場所の変更等）



第６条　毎年度、 第３ 条の規定によ る期間が満了する会員については、 就業期戛の長い順

に就業場所の変災等を行う ものとする。

２　 多数の会員が就業 している班（グループ）で ３年鈔、上の継続年数回等の者が多数存在す

るときは、抽選によるものとする。

３　 継続就業会員の交替は毎年 ６大ｊに実施 し、 おおむね ３分の１ の数を移動するものとす

る。

（就業の確保）

第７ 条　安を・適ｉＥ就業委員会は、就業の開拓 ・創ｍ八び会員の価平 ・匹Ｅな就業の確保

に関する両生 ・研究に努める。

（複数就業の制張）

第８ 条　会員が継続して就業する場合は、１ 人について１ 就業とする。 ただ し、 単をの就

業については、適用しないものとする。

（危険・ 有害な作業の制覧）

第９ 条　会員は、 就業現葹で礼険・ 有害な作業に従事 しないよ うにする とと もに、高齢者

にふさわ しく ないと判断される作業については、 センターに報告して、 指示を受けなけ

ればならない。

２　 高齢者にふさわしくない作業と しては、 孤下のとおり とする。

（１ ）フォークリ フト、ク レーン等の操作

（２）プレス機械、重ｔ機器等の操作

（３ ）高所作業

（４ ）有害物質の取り扱い

（就業の制ほ）

第１０条　就業会員が次の各号のいずれかに該肖すると認める場合は、就業期顋申に拘らず

交代させるものとする。

（１ ）健康に荐安がお り、 就業に支障がある と認められる。

（２）就業意欲が低調であると認められる。

（３ ）就業態度に誠実さがなく 、就業時間を守らないこと が多いと售められる。

（４ ）言動が悪く グループ就業、ローテーション就業に支障を来すと懾められる。

（５ ）発注者との間ならびに市民‾ｋび会員との間に トラブルが多く、 センターの信

ｙ目 を損なう おそれがある と認められる。

（６ ）事故が多く 、安を就業に欠けると認められる。

（７）就業に必要な知識、 技能習得意欲に欠ける と認められる。

（８）就業現場で、特定の兎、想や宗教の勧誘、 および物心の販売を行っている と認

めら れる。

（９ ）職群伍長八び職種リーダー等の指示に従わないと認められる。



（１ ０） その他、 該肖就業上適ｊミを欠 き、 就業規約、就業基準に反してセンターの信

茸ｊ を損なう おそれかおる と認められる行為があったとき。

（意義申 べＬ）

第１１条　前条の各昜に より 交替させられた就業会員は、納得莖来ない場合、 就業審を委員

会に意義申をて（様式第２ 号） ができる もの とする。

（就業審を委員会の設き）

第１２条　前条の規定に より 、就業審を委員会 （以、下 「委員会」と いう 。） を置 く。

２　 委員会は４名の委員で構成し、 ‾ミ事長が委嘱する。

（ＴＬ） センターミ事

（２ ）安全・ 適工Ｅ就業委員長

（３）職群班長

（４）センター事務ぬ職員

３　 委員の任期は、２ 年と し、 補欠委員の任期は、前任者の残任期愾と する。ただし、再

任を妨げない。

４　 委員会に委員長及び副委員長をおき、委員により互選する。

５　 委員長は、会務を運営 し、 委員会を代表する。

（委員会のミ営）

第１３条　委員会は、第 １１ 条にかかる申 な会員の就業状疣等につき 、せやかに審をし、そ

の結果を理事長に報告するものとする。

２　 委員会の協議Ｆ大丿容は、 非ぬ開とする。

（参考意見の聴取）

第１４条　娶員会は、審をにおいて百膽、事案の関イ京者から意見を聴旬、するこ とができ る。

（ま務‾反び経費）

第１５条　娶員会の皀、務は、セ ンター事務局において処ミ し、 経費は予算の範Ｈ内で支鴇す

る。

（委　仟）

第１６条　 この要綱に定める もののほか、 必要な事項は‾ミ事長が別に定める。

附　則

この‾蛮ニ綱は、 一般社団法大八び一般財団法人に関する法律‾反び価益社回法人及びぬ益財

回法人の認定等に関する法律の施行に伴 う関係法律の整備等に関する法律第 １０６条第１ 躅、

に定めるが益法人の設べＬのを記の 日から施行する。


